



































はモンゴルの各地で見られ(Sato and Kimura, 2007)，




















 領域気候モデル TERC-RAMS(Sato and Kimura, 
2005)を用いて 1994 年から 2003 年の 6，7，8 月を
対象とした実験を行った．各年の 5 月 29 日 00Z
から 9 月 1 日 00Z までを計算対象とし，10 年分，
計 10 回の積分を行う．計算領域は 105oE, 40oN を
中心とした 150km メッシュで格子数 80×60 の第
一領域に，104oE, 47oN を中心とし 30km メッシュ
で格子数 102×57 の第二領域を埋め込んだ．第一
領域の側面境界および初期値には 6 時間毎の
NCEP/NCAR 再解析データ(Kalnay et al., 1996)を
用いる．今回の解析はモンゴルを中心とした 30km
メッシュの第二領域について行った．積雲対流パ
ラメタリゼーションには Arakawa-Schubert type を
用いる(Arakawa and Schubert, 1974). TERC-RAMS
によるモンゴルの降水量の再現性，及び温暖化条





タ とし て， USGS に よる Global land cover 































 図 3 に 6-8 月の気温及び降水量の差(砂漠化実験 
– 標準実験)を示す．平均気温はモンゴルの全域で
上昇することが分かる．温度上昇の程度は 0.4oC



































域の気温上昇は IPCC報告(Houghton et al., 2001)に
使用されているすべてのモデルで予測されてい
るのに対して，降水量の変化は依然としてモデル
図 3: 土地被覆改変による 6，7，8 月の気温(上)
および降水量(下)の変化．1994 年から
2003 年の 10 年分の平均．砂漠化実験 –
標準実験として表す． 
図 4: 95-115oE, 45-50oN の領域で平均した月平
均気温(上)および降水量(下)の土地被覆改
変前後の差(砂漠化実験－標準実験)．影部




が得られていない．さらに Endo et al. (2006)によ




量の変化を気象研究所の GCM (Yukimoto et al., 
2001)を境界値として領域気候モデルを用いた力
学的ダウンスケーリング手法により調べた．それ
































































図 5: 95-115oE, 45-50oN の領域で平均した降水量の時系列(影棒，右軸)と土地被覆改変前後の降水
量の差(実線，左軸)．降水量の差は砂漠化実験－標準実験として表す．1998 年 6 月 1 日～8
月 31 日．矢印は土地被覆改変後に降水量が 0.5mm/3h 以上減少した事例を表す． 
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